
仁
徳
天
皇
陵
古
墳

日
本
最
大
規
模
の
前
方
後
円
墳
で
、世
界
三
大
墳
墓
の
一
つ
に

も
数
え
ら
れ
ま
す
。約
2.
8k
m
の
周
遊
路
は
一
周
す
る
の
に
徒
歩
で

約
50
分
が
必
要
で
す
。

【
交
】J
R 
百
舌
鳥
　【
☎
】0
72
-9
55
-1
11
5

さ
か
い
利
晶
の
杜

天
下
一
の
茶
人
・
千
利
休
と
歌
人
・
与
謝

野
晶
子
の
生
涯
や
人
物
像
を
通
し
て
堺

の
魅
力
を
発
信
。茶
室
や
立
礼
茶
席
で

の
本
格
的
な
茶
の
湯
体
験
も
可
能
で
す
。

（
茶
室
は
要
予
約
）

【
交
】阪
堺
 宿
院
、

南
海
 堺
東・
堺
よ
り
南
海
バ
ス
宿
院
下
車

【
☎
】0
72
-2
60
-4
38
6

T-
7

30
0年
の
伝
統
を
受
け
継
ぐ「
岸
和
田
だ
ん
じ
り

祭
」。
実
物
の
だ
ん
じ
り
３
台
と
大
迫
力
の
映
像
、

大
工
方
や
鳴
り
物
体
験
な
ど
祭
の
熱
気
と
興
奮
を

1年
中
、楽
し
め
る
空
間
で
す
。

【
交
】南
海
 蛸
地
蔵

【
☎
】0
72
-4
36
-0
91
4

岸
和
田
だ
ん
じ
り
会
館

R-
8

観
心
寺

楠
木
正
成
ゆ
か
り
の
建
掛
塔
や
首
塚
な
ど
が
あ
る
寺
。

金
堂
や
本
尊
な
ど
の
国
宝
の
他
、重
要
文
化
財
が
多

数
保
存
さ
れ
て
い
ま
す
。

【
交
】近
鉄・
南
海
 河
内
長
野
よ
り
南
海
バ
ス

観
心
寺
下
車
　【
☎
】0
72
1-
62
-2
13
4

U-
8

大
阪
府
の
最
高
地
点

(1
,0
56
m
)を
有
し
、標
高
は

1,
12
5m
。四
季
折
々
の
絶
景
が

楽
し
め
ま
す
。

【
交
】南
海
 河
内
長
野
よ
り
南
海
バ
ス

金
剛
山
ロ
ー
プ
ウ
ェ
イ
前
、

近
鉄
/富
田
林
よ
り
金
剛
バ
ス

千
早
ロ
ー
プ
ウ
ェ
イ
前
又
は
金
剛
登
山
口
下
車

【
☎
】0
72
1-
21
-7
55
7（
千
早
赤
阪
村
観
光
案
内
所
）

金
剛
山

V-
9

マ
ー
ブ
ル
ビ
ー
チ

夕
陽
百
選
の
絶
景
と
恋
人
の
聖
地
ハ
ート
モ
ニ
ュ

メ
ント
が
人
気
の
白
い
大
理
石
の
ビ
ー
チ
で
す
。

【
交
】南
海
 岡
田
浦
　【
☎
】0
72
-4
83
-8
19
1

Q-
9

富
田
林
寺
内
町
は
、江
戸
時
代
か
ら
続
く
町
並
み

が
残
る
地
域
で
あ
り
、大
阪
府
内
で
唯
一
、国
の
重

要
伝
統
的
建
造
物
群
保
存
地
区
に
選
定
さ
れ
て

い
ま
す
。最
近
で
は
古
民
家
を
改
装
し
た
食
事
処

や
カ
フ
ェ
も
増
え
て
お
り
、ま
た
四
季
折
々
の
イ
ベ

ント
が
開
催
さ
れ
る
な
ど
賑
わ
い
を
見
せ
て
い
ま
す
。

【
交
】近
鉄
 富
田
林・
富
田
林
西
口

富
田
林
寺
内
町

U-
8

下
赤
阪
の
棚
田

段
々
に
な
っ
た
広
い
棚
田
で
は
、日
本
らし
い
田
舎
の
美

し
い
景
色
が
楽
し
め
ま
す
。季
節
折
々
に
の
ど
か
な
景

色
を
楽
し
め
る
の
も
下
赤
阪
の
棚
田
の
魅
力
で
す
。

【
交
】近
鉄
 富
田
林
よ
り
金
剛
バ
ス
消
防
分
署
前
下
車

U-
8

大
阪
府
立
狭
山
池
博
物
館

日
本
最
古
の
ダ
ム
式
た
め
池
狭
山
池
の
堤
や
出
土
文
化

財
を
移
築
展
示
公
開
す
る
と
と
も
に
、狭
山
池
を
核
と
し
た

人・
土・
水
の
歴
史
系
博
物
館
。

【
交
】南
海
 大
阪
狭
山
市
　【
☎
】0
72
-3
67
-8
89
1

T-
7

中
世
の
水
墨
画
や
墨
蹟
を
中
心
に
、茶
道
具
、仏
教
美
術

作
品
、考
古
資
料
な
ど
を
幅
広
く
所
蔵
し
て
い
ま
す
。国
宝
3

件
、重
要
文
化
財
13
件
を
含
む
所
蔵
品
は
約
13
00
点
に
の

ぼ
り
ま
す
。毎
年
、春
季
展
と
秋
季
展
が
開
催
さ
れ
、開
館
中

の
土
、日
、祝
日
に
は
国
登
録
有
形
文
化
財
に
指
定
さ
れ
て

い
る
正
木
記
念
邸
で
呈
茶
を
お
楽
し
み
い
た
だ
け
ま
す
。

【
交
】南
海
 忠
岡
　【
☎
】0
72
5-
21
-6
00
0

正
木
美
術
館

S-
8

堺
打
刃
物
、線
香
、和
ざ
ら
し・
ゆ
か
た
、自
転

車
、敷
物
な
ど
、堺
が
誇
る
伝
統
産
業
が
一
堂

に
会
す
るミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
。購
入
も
で
き
ま
す
。

堺
伝
統
産
業
会
館

W
i-F
 i
T-
7

【
交
】南
海
 堺
、阪
堺
 妙
国
寺
前

【
☎
】0
72
-2
27
-1
00
1

「
仁
徳
天
皇
陵
古
墳
」の
築
造
当
時
の
復
原

模
型
や
埴
輪
、石
棺
、甲
冑
な
ど
、大
阪
を
中

心
と
す
る
古
墳
時
代
か
ら
飛
鳥
時
代
の
出
土

品
な
ど
を
展
示
し
て
い
ま
す
。

【
交
】近
鉄
 喜
志
よ
り
金
剛
バ
ス

　
　
近
つ
飛
鳥
博
物
館
前
下
車
 

【
☎
】0
72
1-
93
-8
32
1

大
阪
府
立

近
つ
飛
鳥
博
物
館

U-
8

T-
7

開
業
か
ら
10
0年
を
超
え
る
大
型
遊
園

地
。4
0種
以
上
の
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
や
動

物
ふ
れ
あ
い
広
場
が
そ
ろ
い
、夏
は
大
型

プ
ー
ル「
ザ
・
ブ
ー
ン
」、
冬
は
屋
外
ス

ケ
ート
や
雪
遊
び
、イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
な

ど
、四
季
を
通
じ
て
楽
し
め
ま
す
。

ひ
ら
か
た
パ
ー
ク

U-
4

【
交
】J
R 
久
宝
寺
、近
鉄
 久
宝
寺
口

【
☎
】0
72
-9
24
-6
37
1

戦
国
時
代
に
整
備
さ
れ
た
歴
史
あ
る
町
。

白
壁
や『
む
し
こ
窓
』、
碁
盤
の
目
の
よ
う

な
道
路
な
ど
、見
て
歩
くだ
け
で
も
い
に
し

え
の
風
情
を
感
じ
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

久
宝
寺
寺
内
町

W
i-F
 i
U-
6

【
交
】京
阪
 枚
方
公
園

【
☎
】0
72
-8
44
-3
47
5

5月
の「
野
崎
ま
い
り（
無
縁
経
法
要
）」
に

は
、参
道
に
10
0軒
以
上
の
露
店
が
並
び
参

詣
者
で
賑
わ
い
ま
す
。浄
瑠
璃「
お
染
久
松
」

の
比
翼
塚
が
あ
る
こ
と
で
も
知
ら
れ
ま
す
。

【
交
】J
R 
野
崎
　【
☎
】0
72
-8
76
-2
32
4

野
崎
観
音

U-
5

司
馬
遼
太
郎

記
念
館

日
本
を
代
表
す
る
作
家
、司
馬
遼

太
郎
の
精
神
や
世
界
観
を「
感

じ
る
」「
考
え
る
」記
念
館
。

【
交
】近
鉄
 八
戸
ノ
里
、河
内
小
阪

【
☎
】0
6-
67
26
-3
86
0U-
6

金
剛
山
・
生
駒
山
系
に
あ
る
ア
ウト
ド

ア
ス
ポ
ット
「
府
民
の
森
」の
ひ
と
つ
。

星
の
ブ
ラ
ン
コ（
吊
り
橋
）は
延
長

28
0ｍ
、最
高
地
上
高
50
ｍ
で
、木
床

板
人
道
吊
り
橋
と
し
て
は
国
内
最
大

級
で
す
。

【
交
】J
R 
星
田
、京
阪
 私
市

【
☎
】0
72
-8
91
-0
11
0

W
i-F
 i
V-
4

大
阪
府
民
の
森
 ほ
し
だ
園
地

石
切
劔
箭
神
社

つ
る
ぎ
や

U-
5

「
デ
ン
ボ（
腫
れ
物
）の
神
さ
ん
」と
し
て
病
気

平
癒
の
ご
利
益
で
知
ら
れ
る
神
社
。参
道
は

占
い
の
館
や
食
品
、漢
方
薬
、飲
食
店
な
ど

で
賑
わ
い
ま
す
。

【
交
】近
鉄
 石
切
・
新
石
切

【
☎
】0
72
-9
82
-3
62
1

日
本
万
国
博
覧
会
の
跡
地
に
整
備
さ
れ
た
文
化
公
園
。岡
本
太

郎
氏
制
作
の「
太
陽
の
塔
」が
世
界
的
に
有
名
で
す
。園
内
で
は

年
間
を
通
し
て
四
季
折
々
の
花
が
楽
し
め
ま
す
。

【
交
】大
阪
モ
ノ
レ
ー
ル
 万
博
記
念
公
園

【
☎
】0
6-
68
77
-7
38
7

万
博
記
念
公
園

T-
4

箕
面
市
山
麓
部
に
広
が
る
自
然
公
園
。

公
園
の
入
口
か
ら
落
差
33
m
の
壮
大
な
箕
面

大
滝
ま
で
、渓
流
沿
い
を
歩
き
ま
す
。四
季

折
々
の
風
情
が
あ
り
、特
に
春
の
桜
や
新
緑
、

晩
秋
の
紅
葉
は
見
事
で
す
。

【
交
】阪
急
 箕
面
、北
大
阪
急
行
 千
里
中
央
よ
り

阪
急
バ
ス
箕
面
下
車

【
☎
】0
72
-7
23
-1
88
5

（
箕
面
 交
通・
観
光
案
内
所
）

明
治
の
森
箕
面
国
定
公
園

（
箕
面
大
滝
）

T-
3

【
交
】阪
急
 池
田
　【
☎
】0
72
-7
52
-3
48
4

イ
ン
ス
タ
ン
ト
ラ
ー
メ
ン
誕
生
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
等
を

様
々
な
展
示
で
楽
し
く
紹
介
す
る
施
設
。好
き
な

ス
ー
プ
と
具
材
を
選
べ
る
｢マ
イ
カ
ッ
プ
ヌ
ー
ド
ル

フ
ァ
クト
リ
ー
｣（
1食
30
0円
）が
人
気
で
す
。

カ
ッ
プ
ヌ
ー
ド
ル
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム

大
阪
池
田

S-
4

摂
津
峡

高
槻
市
を
流
れ
る
芥
川
上
流
に
続
く
渓
谷
。春
の
桜
、

夏
の
新
緑
、秋
の
紅
葉
と
季
節
ご
と
の
自
然
の
風
景
が

見
事
。公
園
や
散
策
路
も
整
備
さ
れ
て
い
ま
す
。

【
交
】J
R 
高
槻
よ
り
市
バ
ス
塚
脇
行
き
塚
脇
下
車

【
☎
】0
72
-6
74
-7
51
6（
高
槻
市
役
所
 公
園
課
）

U-
3

予
約
制
の
見
学
コ
ー
ス
で
は
ビ
ー
ル
の
様
々
な
知
識
を
学
び
、ビ
ー

ル
の
試
飲
も
で
き
ま
す
。

ギ
フト
シ
ョッ
プ
で
は
工
場
な
ら
で
は
の
グ
ッ
ズ
の
購
入
も
可
能
。

【
交
】J
R・
阪
急
 吹
田
　【
☎
】0
6-
63
88
-1
94
3

ア
サ
ヒ
ビ
ー
ル
吹
田
工
場

T-
4

W
i-F
 i

勝
尾
寺

「
勝
運
の
寺
」「
勝
ち
ダ
ル
マ
」の
寺
と
し
て
知

ら
れ
、約
8万
坪
の
境
内
で
は
四
季
を
通
じ
て

桜
、シ
ャ
ク
ナ
ゲ
、ア
ジ
サ
イ
、特
に
秋
に
は
色

と
り
ど
り
の
紅
葉
で
彩
ら
れ
ま
す
。

【
交
】北
大
阪
急
行
 千
里
中
央
よ
り
阪
急
バ
ス

30
分
/阪
急
 箕
面
よ
り
タ
ク
シ
ー
15
分

【
☎
】0
72
-7
21
-7
01
0

T-
3

【
交
】大
阪
モ
ノ
レ
ー
ル
 万
博
記
念
公
園
　【
☎
】0
6-
61
70
-5
59
0

E
X
P
O
C
IT
Y

W
i-F
 i
T-
4

日
本
一
の
大
観
覧
車「
Re
dh
or
se
 O
SA
KA
 W
H
EE
L」
、生
き

て
い
る
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム「
N
IF
RE
L」
な
ど
、大
型
エ
ン
タ
ー
テ
イ
ン
メ

ント
施
設
と
約
30
0店
舗
の
ら
ら
ぽ
ー
と
EX
PO
C
IT
Yか
ら
な
る
、

国
内
最
大
級
の
大
型
複
合
施
設
で
す
。

名
水
の
地
・
山
崎
に
あ
る
日
本
初

の
モ
ル
ト
ウ
イ
ス
キ
ー
蒸
溜
所
。ウ

イ
ス
キ
ー
館
見
学
や
、製
造
工
程

見
学
後
に
希
少
な
モ
ル
ト
原
酒
の

テ
イ
ス
テ
ィ
ン
グ
が
で
き
る
蒸
溜
所

ツ
ア
ー
が
好
評
で
す
。（
い
ず
れ
も

要
予
約
）※
ツ
ア
ー
は
日
本
語
の

み
。オ
ー
デ
ィ
オ
ガ
イド
（
英
・
中
・

仏
）は
要
問
合
せ
。

サ
ン
ト
リ
ー
山
崎
蒸
溜
所

V-
3

【
交
】J
R 
山
崎
、阪
急
 大
山
崎

【
☎
】0
75
-9
62
-1
42
3

「
N
IF
R
E
L」
に
は

個
性
的
で
珍
し
い

生
き
も
の
達
が

た
く
さ
ん！

W
i-F
 i

W
i-F i

W
i-F i

W
i-F i

W
i-F i

W
i-F i

W
i-F i


